
こ
の
う
ち
香
川
県
メ
ー
デ
ー

中
央
集
会
は
、
高
松
市
「
サ

ン
ポ
ー
ト
高
松
多
目
的
広
場
」

に
お
い
て
、
香
川
県
浜
田
知

事
や
立
憲
民
主
党
小
川
政
調

会
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓

が
出
席
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
組
合
員
を
含
む

約
５
０
０
人
（
主
催
者
発
表
）

が
集
結
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶

に
立
っ
た
連
合
香
川
の
福
家

会
長
は
「
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
解
除
さ
れ
た
も
の

の
、
県
内
の
感
染
者
数
は
依

然
と
し
て
高
止
ま
り
の
状
況

に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中

で
集
会
を
開
催
で
き
た
こ
と

を
共
に
喜
び
た
い
。
人
と
接

す
る
職
場
、
旅
客
・
飲
食
・

宿
泊
は
未
だ
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
、
労
働
組
合
の

運
動
も
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
の
場
面

が
増
え
て
い
る
が
、
ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
コ
ロ
ナ
で
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
春
闘

に
つ
い
て
各
単
組
の
取
り
組

み
を
評
価
す
る
と
と
も
に

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
良
く

す
る
源
泉
は
人
で
あ
り
、
人

へ
の
投
資
と
未
来
づ
く
り
を

今
後
も
訴
え
て
い
く
」
と
し

た
ほ
か
、
先
の
地
方
選
等
に

お
け
る
投
票
率
の
低
下
を
危

惧
し
、
政
治
を
諦
め
ず
無
関

心
に
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組

み
を
強
化
す
る
必
要
性
や
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
に
触
れ
、
平
和
を

思
う
連
帯
の
気
持
ち
を
持
ち

続
け
る
こ
と
を
説
い
た
。

続
い
て
、
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー

ガ
ン
及
び
「
社
会
を
支
え
続

け
る
仲
間
た
ち
、
す
べ
て
の

働
く
仲
間
の
奮
闘
を
互
い
に

称
え
つ
つ
、
誰
一
人
取
り
残

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
、

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
を

め
ざ
し
、
み
ん
な
が
輝
く
未

来
を
、
力
を
あ
わ
せ
て
つ
く
っ

て
い
こ
う
」
と
の
メ
ー
デ
ー

宣
言
を
満
場
一
致
で
承
認
。

福
家
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

４
月
18
日
（
月
）
13
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
お
い
て
自
動
車
業
務
委
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
、

座
長
と
し
て
自
動
車
支
部

上
田
委
員
長
を
選
出
、
武

智
業
務
委
員
長
の
挨
拶
の

後
、
経
過
報
告
と
議
事
に

入
っ
た
。

経
過
報
告
で
は
、
組
合

員
の
期
待
に
応
え
、
今
後

の
反
転
攻
勢
に
必
要
不
可

欠
な
「
人
へ
の
投
資
」
を

強
く
求
め
た
２
０
２
２
春

季
生
活
闘
争
に
お
け
る
交

渉
経
過
、
黒
字
経
営
へ
の

転
換
を
目
標
に
掲
げ
た
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
の
２
０

２
２
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
報
告
が
な
さ
れ
た
後
、
妥

結
承
認
に
つ
い
て
も
確
認
。

議
事
で
は
組
織
の
強
化
・
拡

大
に
む
け
た
取
り
組
み
や
安

全
・
事
故
防
止
に
関
す
る
付

議
に
つ
い
て
議
論
し
た
後
、

２
０
２
２
年
度
夏
季
賞
与
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
意
思
統

一
を
図
っ
た
。

第
93
回
メ
ー
デ
ー
大
会
開
催
!!

今
年
で
93
回
目
と
な
る
労
働
者
の
祭
典
、
メ
ー
デ
ー
大
会
が
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
４
月
29

日
（
祝
・
金
）
に
は
東
京
地
区
、
愛
媛
地
区
、
高
知
地
区
に
て
、
５
月
１
日
（
日
）
に
は
香
川
地
区
、

徳
島
地
区
に
て
、
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
こ
と
を
受
け
、
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
規
模
を
縮
小
し
た
も
の
の
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
向
け
た
意
思
統
一
が

図
ら
れ
た
。

各
地
区
で

組
合
員
が
集
結
！

香
川
支
部
で
は
、
４
月

６
日
（
水
）
、
15
日
（
金
）
、

愛
媛
支
部
及
び
自
動
車
支

部
で
は
５
月
９
日
（
月
）

に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
主
催
の

職
場
対
話
集
会
を
開
催
。

集
会
に
は
、
支
部
執
行

部
に
加
え
、
本
部
か
ら
も

大
谷
委
員
長
を
は
じ
め
担

当
役
員
が
出
席
し
た
。

こ
の
う
ち
、
香
川
支
部

の
職
場
対
話
集
会
は
高
松
・

多
度
津
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
。
組
合
員
か
ら
は
、

２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争

に
つ
い
て
、
定
期
昇
給
の

確
保
や
Ｃ
単
価
の
改
善
が

な
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
実
現
を

強
く
求
め
る
声
が
あ
が
っ

た
。
ま
た
、
制
度
面
や
職

場
で
の
諸
問
題
改
善
の
要

望
、
業
務
量
の
増
加
や
要

員
不
足
、
離
職
に
関
す
る

意
見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

集
会
で
出
さ
れ
た
課
題

や
問
題
点
に
関
す
る
意
見

は
集
約
・
精
査
し
、
今
後

の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議

会
等
を
通
じ
て
反
映
さ
せ

て
い
く
。

ＪＲ四国労組は、４月１日に
入社した新規採用者への加入行
動を実施。新入組合員１１９名
が新たに加わった。
今年度の新入社員研修は、新

型コロナウイルス感染症拡大防
止の観点から、分散・短期間化
しており、研修修了後、各職場
へ配属となる新入組合員には、
より一層のフォローが望まれる。
関係する支部・分会・青年女

性会議役員においては、環境の
変化に直面する新入組合員の支
援について協力を要請する。
ＪＲ四国労組の強固な団結力

を発揮し、労働組合の強みであ
る横のつながりをもって、未来
ある新入組合員の活躍を後押し
しよう！

新入社員
１１９名が加入！

香
川
支
部
・愛
媛
支
部
・自
動
車
支
部
が

職
場
対
話
集
会
を
開
催
!!

自
動
車

業
務
委
員
会
開
催

香
川
地
区
（
高
松
）

愛
媛
地
区

高
知
地
区

香
川
地
区
（
丸
亀
）

徳
島
地
区

東
京
地
区

高松地区(上)及び多度津地区(下)
組合員との意見交

松山地区での職場対話集会

自動車支部組合員との意見交換

入社おめでとうございます。
ＪＲ四国労組は

皆さんを歓迎します！！

「
メ
ー
デ
ー
」
と
は
本

来
五
月
祭
を
意
味
し
、
こ

の
日
に
夏
の
訪
れ
を
祝
う

祭
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地

で
催
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

祭
で
は
労
使
双
方
が
休
戦

し
、
共
に
祝
う
の
が
慣
習

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
近

代
に
入
り
現
在
の
「
メ
ー

デ
ー
」
へ
と
転
化
。
今
日

の
「
労
働
者
の
日
」
メ
ー

デ
ー
が
誕
生
し
た
。

労
働
者
の
日
と
し
て
の

メ
ー
デ
ー
は
、
１
８
８
６

年
５
月
１
日
に
合
衆
国
カ

ナ
ダ
職
能
労
働
組
合
連
盟

が
シ
カ
ゴ
を
中
心
に
８
時

間
労
働
制
要
求
の
統
一
ス

ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
の
が

起
源
。
１
日
12
時
間
か
ら

14
時
間
労
働
が
当
た
り
前

だ
っ
た
当
時
、
「
第
１
の

８
時
間
は
仕
事
の
た
め
に
、

第
２
の
８
時
間
は
休
息
の

た
め
に
、
そ
し
て
残
り
の

８
時
間
は
、
お
れ
た
ち
の

好
き
な
こ
と
の
た
め
に
」

を
目
標
に
行
わ
れ
た
。

日
本
で
は
１
９
２
０
年

５
月
２
日
に
第
１
回
メ
ー

デ
ー
が
東
京
で
開
か
れ
、

連
合
で
は
毎
年
こ
の
時
期

に
、
東
京
で
の
中
央
大
会
、

各
都
道
府
県
の
地
方
連
合

会
や
地
域
協
議
会
で
独
自

の
メ
ー
デ
ー
を
開
催
し
、

大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
。

（
参
考
：
香
川
県
メ
ー
デ
ー

中
央
集
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

【
コ
ラ
ム
】

「
メ
ー
デ
ー
」
と
は
？

大谷　 清
石川 敏也

2022
155
515No.11



Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連

絡
会
は
、
４
月
13
日
（
水
）
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

に
て
第
27
回
総
会
を
開
催
。

２
０
１
９
年
11
月
以
来
約
２

年
半
ぶ
り
の
実
地
開
催
と
な
っ

た
同
総
会
に
は
、
幹
事
と
し

て
山
本
悟
史
香
川
県
議
会
議

員
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
よ
り
大

谷
委
員
長
が
出
席
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
２
月
に

策
定
し
た
「
持
続
可
能
な
地

域
公
共
交
通
を
つ
く
る
Ｊ
Ｒ

連
合
政
策
提
言
」
に
つ
い
て
、

説
明
会
を
実
施
。
同
提
言
の

監
修
を
行
っ
た
一
般
社
団
法

人
グ
ロ
ー
カ
ル
交
流
推
進
機

構
土
井
勉
理
事
長
が
講
演
し
、

不
採
算
路
線
を
都
市
圏
・
新

幹
線
輸
送
や
関
連
事
業
で
支

え
る
「
内
部
補
助
」
の
仕
組

み
が
限
界
を
迎
え
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｊ

Ｒ
各
社
が
甚
大
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
「
10
年
先
の
経
営
危

機
」
と
い
う
未
来
が
一
挙
に

到
来
す
る
と
い
う
状
況
に
直

面
す
る
中
で
、
地
域
公
共
交

通
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

認
識
を
共
有
し
た
。

総
会
の
議
事
で
は
、
同
提

言
を
軸
と
し
て
、
地
域
公
共

交
通
に
係
る
議
論
を
地
方
議

会
等
で
活
性
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
や
所
属
議
員
ら
を
通
じ

た
自
治
体
訪
問
の
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え

る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
第

17
回
総
会
が
、
４
月
19
日

（
火
）
、
衆
議
院
第
一
議
員

会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
総

会
に
は
、
政
策
活
動
を
は
じ

め
と
す
る
Ｊ
Ｒ
連
合
の
活
動

に
賛
同
す
る
国
会
議
員
や
そ

の
秘
書
、
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
部

ら
が
出
席
。
昨
年
の
第
49
回

衆
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
を

果
た
し
た
仁
木
博
文
衆
議
院

議
員
（
徳
島
１
区
・
無
所
属
）

を
は
じ
め
と
す
る
12
名
の
新

規
加
入
が
認
め
ら
れ
、
新
た

な
役
員
体
制
が
発
足
し
た
。

三
役
及
び
四
国
選
出
の
国

会
議
員
は
次
の
と
お
り
。

【
三
役
】

◆
会
長

榛
葉

賀
津
也

（
参
・
静
岡
県
）

◆
副
会
長

泉

健
太

（
衆
・
京
都
３
区
）

伴
野

豊

（
衆
・
愛
知
８
区
）

◆
事
務
局
長

小
川

淳
也

（
衆
・
香
川
１
区
）

【
四
国
選
出
議
員
】

◆
衆
議
院

仁
木

博
文

（
無
所
属
）

小
川

淳
也

（
立
憲
民
主
党
）

玉
木

雄
一
郎

（
国
民
民
主
党
）

白
石

洋
一

（
立
憲
民
主
党
）

◆
参
議
院

永
江

孝
子

（
無
所
属
）

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月
27
日

（
水
）
、
昨
年
策
定
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２
１
」

の
「
追
加
版
」
と
し
て
今
般

策
定
し
た
「
交
通
重
点
政
策

２
０
２
２
」
に
基
づ
く
国
土

交
通
省
鉄
道
局
へ
の
要
請
行

動
を
行
う
と
と
も
に
、
３
年

ぶ
り
に
Ｊ
Ｒ
連
合
産
業
政
策

委
員
と
各
課
・
室
の
実
務
担

当
者
と
の
意
見
交
換
を
実
施
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
は
石
川

執
行
委
員
が
出
席
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
冒
頭
、

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て
上
村

産
業
政
策
委
員
長
か
ら
「
Ｊ

Ｒ
各
社
の
決
算
が
順
次
発
表

さ
れ
て
お
り
、
各
社
と
も
に

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
努
め
て
い

る
が
依
然
と
し
て
大
幅
な
赤

字
を
計
上
し
て
い
る
。
事
業

者
単
独
で
対
応
す
る
こ
と
は

困
難
な
状
況
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

産
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た

め
、
各
種
要
望
に
対
し
行
政

か
ら
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
強
く
要
請
し
た
。

要
望
書
を
受
け
取
っ
た
鉄

道
局
山
口
企
画
室
長
は
「
旅

行
需
要
は
回
復
傾
向
に
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
戻
っ

て
い
な
い
状
況
と
認
識
す
る
。

鉄
道
輸
送
の
安
全
・
安
心
の

確
保
、
施
設
の
老
朽
化
や
防

災
対
策
な
ど
、
様
々
な
課
題

が
あ
る
が
、
鉄
道
事
業
者
の

要
請
を
し
っ
か
り
と
伺
い
、

環
境
の
変
化
に
適
切
か
つ
持

続
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
森
安

交
通
政
策
部
長
を
は
じ
め
、

出
席
者
よ
り
公
共
交
通
の
安

心
利
用
、
経
営
の
実
情
に
合

わ
せ
た
柔
軟
な
運
賃
・
料
金

制
度
導
入
の
た
め
の
環
境
整

備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
防
犯

対
策
、
整
備
新
幹
線
推
進
に

係
る
諸
課
題
へ
の
取
り
組
み

や
税
制
改
正
に
つ
い
て
要
請

し
、
意
見
交
換
を
実
施
。

な
お
、
策
定
し
た
「
交
通

重
点
政
策
２
０
２
２
」
は
、

同
日
、
国
会
議
員
に
対
し
配

布
行
動
を
行
っ
た
。

４
月
19
日
（
火
）
16
時

よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
お
い
て
、
四
国
交
運
労

協
の
第
１
回
三
役
・
幹
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
四
国
交
運
労
協

を
代
表
し
て
砂
田
議
長
が

「
コ
ロ
ナ
禍
も
３
年
目
に

突
入
し
、
交
通
事
業
者
に

は
厳
し
い
状
況
が
続
く
が
、

協
力
し
て
頑
張
ろ
う
」
と

挨
拶
す
る
と
と
も
に
、
今

夏
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議

院
議
員
選
挙
へ
の
対
応
に

つ
い
て
呼
び
か
け
た
後
、

経
過
報
告
及
び
議
事
に
入
っ

た
。経

過
報
告
で
は
、
武
智

事
務
局
長
よ
り
、
昨
年
11

月
に
開
催
さ
れ
た
第
33
回

定
期
総
会
以
降
の
取
り
組

み
と
し
て
、
各
県
交
運
労

協
の
定
期
総
会
や
中
央
交

運
労
協
の
取
り
組
み
を
報

告
し
た
。

議
事
で
は
、
三
役
の
任

務
分
担
や
政
策
部
会
長
の

選
任
に
つ
い
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
各

県
民
の
交
通
環
境
を
よ
く

す
る
行
動
や
四
国
運
輸
局

「
政
策
部
会
要
請
行
動
」

に
つ
い
て
議
論
し
、
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る

こ
と
を
確
認
。

終
了
後
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
を
強

く
非
難
し
、
即
時
停
止
を

求
め
る
た
め
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ド
を
用
い
た
ア
ピ
ー

ル
行
動
を
実
施
。
中
央
交

運
労
協
の
取
り
組
み
へ
協

力
し
た
。

四
国
交
運
労
協
第
１
回
三
役
・
幹
事
会
を
開
催

挨
拶
す
る
砂
田
議
長

ユニオンスクール「ユースコース」を開講します！
ＪＲ四国労組では、入社６年目以上で「フレッシュマンコース」「レベルアップ

コース」未参加の青年女性組合員を対象に、基本知識の習得や連帯意識の醸成を図
るためユニオンスクール「ユースコース」を開講します。参加をお待ちしています！

日 時 ２０２２年６月２３日(木) １３：３０～
場 所 本部１階会議室
※詳しくはＪＲ四国労組発第９１号参照 参加希望者は、所属分会長まで！

ＪＲ四国労組「セット共済」
ＪＲ四国労組では、組合員の福利厚生を目的に、

こくみん共済ｃｏｏｐの『ＪＲセット共済（火災
共済・自然災害共済・交通災害共済・団体生命共
済・総合医療共済）』を取り扱っています。

お申し込み・お問い合わせは、
「各支部」または
「こくみん共済ｃｏｏｐ」まで

お願いします。

ＪＲセット共済はお手頃な掛け金で

● 死亡・入院・手術・通院などを保障します。
● 火災・台風・雪害・地震・盗難災害など、

住宅・家財を総合的に保障します。

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ピ
ッ
ト
く
ん

４
月
15
日
（
金
）
14
時

よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
て
第
８
回
本
部
執
行
委

員
会
を
開
催
し
た
。

経
過
報
告
と
議
事
は
次

の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
事
業
計
画
、
営
業
施
策

に
関
す
る
付
議
に
つ
い

て
（
Ｊ
Ｒ
四
国
）

・
事
業
計
画
（
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）

（
団
体
交
渉
）

・
２
０
２
２
春
季
生
活
闘

争
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
組
織
）

・
退
職
者
連
絡
会
幹
事
会

（
財
政
）

・
第
１
回
組
織
財
政
専
門

委
員
会

（
総
務
）

・
書
記
会
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
青
年
女
性
役
員
研
修
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

幹
事
会

・
労
働
政
策
委
員
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推

進
委
員
会

・
30
周
年
事
業
企
画
委
員

会
・
地
方
議
員
団
連
絡
会
総

会
【
議
事
】

①
高
知
県
議
会
議
員
選
挙

に
お
け
る
推
薦
候
補
者

の
承
認
に
つ
い
て

②
新
賃
金
、
諸
制
度
改
善

の
妥
結
承
認
に
つ
い
て

③
第
41
回
定
期
大
会

・
選
挙
管
理
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

・
第
１
回
選
挙
管
理
委
員

会
の
開
催
に
つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性

委
員
会
「
第
26
回
ユ
ー

ス
ラ
リ
ー
」
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
ユ
ー
ス
コ
ー
ス
」
の
開

催
に
つ
い
て

⑥
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

第
８
回

本
部
執
行
委
員
会

開
催

ＪＲ四国労組青年女性会議
第３０回定期委員会の開催について

１ 日 時
２０２２年７月１６日(土)１４時より

２ 場 所
ホテルアネシス瀬戸大橋
香川県綾歌郡宇多津町浜六番丁81－1
℡ 0877-49-2311

３ 議 題
（1） ２０２１年度経過報告
（2） ２０２２年度活動方針（案）
（3） その他

Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団

連
絡
会
総
会
開
催

幹事として出席した山本香川県議

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え

る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

総
会
を
開
催

新規加入した仁木衆議院議員

ＪＲ四国労組新聞やＪＲ四国労
組ニュース等の配信情報、ＨＰの

更新情報が届く

【LINE公式アカウント】

の友だち登録は

↓こちら↓

鉄道の明るい将来のために
要請行動を実施

国

交

省

鉄

道

局

へ

の

要

請

行

動

を

実

施


